
恩納村における地域特性および市場環境分析報告書
〜令和2年国勢調査および令和3年経済センサスに基づく考察〜

【作成】 恩納村商工会
【使用データ】 令和2年国勢調査、令和3年経済センサス 

本報告書は、令和2年国勢調査および令和3年経済センサスに基づき、沖縄県恩納村の人口動態、世帯構造、および
産業構造を分析したものです。地域の現状を客観的な数値から解き明かし、今後の施策や事業展開の指針となる知
見を提示いたします。 

1. 人口動態と年齢構成の分析

恩納村の人口構成を俯瞰すると、沖縄県全体と比較して独自のバランスを保っていることが分かります。

1.1 人口構成の基本統計

恩納村の総人口は10,869人であり、男女比はほぼ均衡しています。

区分 恩納村（人） 沖縄県（人） 恩納村 構成比

総人口 10,869 1,467,480 100.0%

男人口 5,497 722,812 50.6%

女人口 5,372 744,668 49.4%

1.2 年齢層別の特徴

生産年齢人口（15歳〜64歳）が全体の約61%を占めており、地域の経済活動を支える層が厚いことが伺えます。
一方で、老年人口（65歳以上）も2,621人と一定のボリュームがあり、特に75歳以上の後期高齢者が1,240人と高
齢者層の中でも高い比率を占めている点に留意が必要です。

年少人口（0歳〜14歳）： 1,585人（約14.6%）

生産年齢人口（15歳〜64歳）： 6,663人（約61.3%）

老年人口（65歳以上）： 2,621人（約24.1%）

15歳以上就業者数： 4,679人

年齢各層の詳細を見ると、45歳〜49歳（776人）および20歳〜24歳（757人）にボリュームゾーンが見られま
す。これは、子育て世代と若年労働力の双方が地域内に存在していることを示唆しています。

2. 世帯構造と居住形態の分析

世帯のあり方は、消費行動や行政ニーズを把握する上で極めて重要な指標です。恩納村では単身世帯の多さが際
立っています。
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2.1 世帯人員別構成

総世帯数4,726世帯のうち、単身世帯が2,014世帯（約42.6%）に達しており、県全体の単身比率と比較しても高い
傾向にあります。

世帯人員 世帯数 構成の特徴

単身世帯 2,014 最大の構成層

2人世帯 1,113

3人世帯 686

4人世帯 503

5人世帯 241

6人以上世帯 169

2.2 家族形態と住宅

核家族世帯が2,247世帯と、親族世帯の多くを占めています。住宅形態については、一戸建（2,642世帯）が主流で
すが、共同住宅も1,682世帯と無視できない規模です。

持ち家世帯： 2,576世帯

民営借家世帯： 1,274世帯

共同住宅の階数： 3〜5階建て（1,052世帯）が最も多く、地域景観や住環境の特徴を形作っています。

また、65歳以上の高齢者がいる世帯が1,708世帯に上る一方で、6歳未満の子供がいる世帯は421世帯となってお
り、高齢者福祉と子育て支援の優先順位を見極める視点が求められます。

3. 経済および産業構造の分析

恩納村の産業構造は、観光リゾート地としての性格を色濃く反映しており、第3次産業が圧倒的な主軸となってい
ます。

3.1 産業別事業所数および従業者数

全事業所数408のうち、第3次産業が355事業所を占め、全従業者の約93%がこのセクターに従事しています。

産業分類 事業所数 従業者数

第1次産業 4 42

第2次産業 49 455

第3次産業 355 6,457
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3.2 産業内訳の詳細（第3次産業の優位性）

特に「宿泊業, 飲食サービス業」の存在感が大きく、94事業所で3,560人の従業者が働いています。これは村全体の
従業者の半数以上に相当します。

宿泊業, 飲食サービス業： 3,560人（94事業所）

教育, 学習支援業： 930人（10事業所）

生活関連サービス業, 娯楽業： 581人（62事業所）

卸売業, 小売業： 471人（78事業所）

3.3 事業所規模の傾向

事業所数で見ると、1〜4人の小規模事業所（199事業所）が全体の約半数を占めています。しかし、従業者数で見
ると、30人以上の大規模事業所が4,565人の雇用を創出しており、少数の大規模事業所（リゾートホテル等と推察
される）が地域の雇用を牽引している構造が明確です。

4. 総括と展望

本データが示す恩納村の姿は、「観光産業を基盤とした雇用創出」と「単身・高齢世帯への配慮が必要な居
住実態」の共存です。

労働力の確保と定住促進： 20代の若年層と40代の働き盛りが一定数存在することは地域の強みです。宿
泊業を中心とした第3次産業の安定的な雇用が、この人口構成を下支えしていると考えられます。

世帯ニーズの多様化： 単身世帯の多さは、サービス業に従事する若年層や高齢者の独立した生活を反映
している可能性があります。単身者向けのサービスや、高齢者の孤立を防ぐコミュニティ形成が重要とな
るでしょう。

産業の高度化： 第3次産業に従事者が集中している一方で、製造業（228人）や建設業（227人）といっ
た第2次産業も一定の規模を維持しています。観光以外の産業とのバランスや、観光産業自体の付加価値
向上が、今後の地域経済の鍵を握ります。

この分析結果が、恩納村の持つポテンシャルを最大限に引き出すための戦略的な判断材料として活用される
ことを期待いたします。
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